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予
算
総
額
は
、
１
５
７
億
１
０
０
０
万
円
で
前

年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
15
億
３
０
０
０
万

円
の
増
、
率
に
し
て
10
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
蓮
田
市
第
四
次
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
行
革
を
実
施
、
人
権
尊
重
社
会
や
男
女

共
同
参
画
社
会
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
。

　

民
生
費
で
は
、
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
に
要
す
る
経
費
を
新
た
に
計
上
。
子
ど
も
手
当

給
付
費
、
ま
た
、
保
育
園
・
学
童
保
育
所
・
子
育

て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
必
要
な
予
算
を
計
上
。

　

衛
生
費
で
は
、「
新
健
康
は
す
だ
21
」
の
取
り

組
み
を
進
め
、
女
性
特
有
ガ
ン
検
診
の
受
診
者
向

上
へ
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
一
部
助
成
な
ど
の
経
費
を
計
上
。

議案第２号 蓮田市固定資産評価員
に税務課長を選任

　蓮田市固定資産評価員に中野政夫
氏（税務課長）を選任するものです。

　中 野 政 夫 氏／56歳

　住所＝白岡町新白岡2－1－1106

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
貝
塚
悪
水
路
の
整
備
費

を
計
上
。
ま
た
、
江
ヶ
崎
・
実
ヶ
谷
土
地
改
良
区

耕
作
地
の
一
部
整
地
工
事
等
を
県
営
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
と
し
て
実
施
。
農
業
振
興
関
係
で

転
作
田
に
コ
ス
モ
ス
・
そ
ば
・
菜
の
花
を
育
て
、

そ
の
関
係
す
る
事
業
を
支
援
。

　

商
工
費
で
は
、
商
工
業
の
振
興
事
業
に
対
す
る

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
、
市
民
の
消
費
生
活

の
安
定
と
向
上
に
努
め
る
た
め
消
費
者
相
談
並
び

平成22年度事業として、児童施設を整備し待機児童の解消を図るため建て替え
た蓮田中央学童保育所を４月から開所（上）。また、蓮田ねがやど保育園を５月
に開所予定（下）。

議
案
第
19
号　
平
成
22
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
予
算

３ 月 定 例 会
会期 ２/22㊊ ▼　３/19㊎

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
ど
な

各
会
計
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
は
１
５
７
億
１
０
０
０
万
円

〈
前
年
度
比
10
・
８
％
増
〉

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
事
業
の

平
成
21
年
度
補
正
予
算
は
４
億
９
２
９
７
万
円

　

平
成
22
年
３
月
定
例
会
は
、
去
る
２
月
22
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
26

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
平
成
21
年
度
各
会

計
補
正
予
算
」「
平
成
22
年
度
各
会
計
当
初
予
算
」
な
ど
28
議
案
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
核
兵
器
の
廃

絶
と
恒
久
平
和
実
現
に
向
け
た
意
見
書
」
が
上
程
さ
れ
総
員
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
期
が
１
日
延
長
さ
れ
た
最
終
日
に
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
蓮

田
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
２
議
案
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案
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ら
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
１
点
目
に
、
市
街

化
区
域
の
土
地
や
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
都
市
計
画

税
の
導
入
で
あ
る
。
今
、
市
民
生
活
が
極
め
て
厳

し
く
な
っ
て
い
る
中
、怒
り
の
声
が
届
い
て
い
る
。

第
２
点
目
に
、
市
税
の
徴
収
は
、
個
人
の
収
入
や

納
入
状
況
な
ど
の
個
人
情
報
が
あ
り
、
非
常
勤
特

別
職
員
や
臨
時
職
員
を
充
て
る
こ
と
は
疑
問
で
妥

当
で
は
な
い
。
第
３
点
目
に
、
人
権
問
題
各
種
研

修
負
担
金
で
特
定
の
団
体
の
大
会
や
研
修
負
担
金

が
突
出
し
て
い
る
。第
４
点
目
に
、教
育
予
算
は
、

授
業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
要
望
に
こ
た
え

る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
反
対

す
る
。　

次
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
蓮
田

市
一
般
会
計
予
算
に
反
対
い
た
し
ま
す
。
①
蓮
田

Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
事
業
費
約
３
億
３
０

０
万
円
の
予
算
計
上
は
地
元
住
民
が
交
通
安
全
対

策
上
ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
反
対
で
あ
る
。
②
第
５

分
団
の
消
防
団
詰
所
建
設
費
は
、
あ
と
２
５
０
０

万
円
増
額
す
れ
ば
年
度
内
完
成
す
る
。
③
黒
浜
沼

周
辺
の
緑
地
保
全
予
算
は
周
辺
道
路
整
備
を
優
先

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
１
４

０
２
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
５
９
億
６

５
３
２
万
２
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
拠
出

に
啓
発
活
動
を
実
施
。

　

土
木
費
で
は
、
西
口
通
線
の
道
路
築
造
事
業
、

蓮
田
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

事
業
、
生
活
道
路
の
整
備
等
の
事
業
費
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
対
策
と
し
て
の
排
水
整
備
事
業
費
を
計
上
。

ま
た
、
緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
第
11
号
地
に
指
定
さ

れ
た
黒
浜
沼
周
辺
の
用
地
取
得
、
耐
震
改
修
促
進

計
画
の
推
進
施
策
と
し
て
住
宅
耐
震
診
断
に
係
る

補
助
金
制
度
の
実
施
、
蓮
田
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

施
設
整
備
事
業
の
継
続
実
施
な
ど
。

　

消
防
費
で
は
、
交
通
事
故
や
各
種
災
害
等
に
対

応
す
る
た
め
救
助
工
作
車
を
更
新
、
ま
た
、
地
域

防
災
の
拠
点
と
な
る
第
５
分
団
詰
所
の
用
地
取
得

費
と
建
設
工
事
設
計
委
託
費
を
計
上
。

　

教
育
費
で
は
、
平
野
小
学
校
給
食
棟
建
築
工
事

及
び
黒
浜
小
学
校
校
舎
改
修
工
事
、
ま
た
、
黒
浜

南
小
学
校
及
び
蓮
田
南
小
学
校
の
校
舎
耐
震
二
次

診
断
と
補
強
工
事
設
計
な
ど
を
実
施
。

　

一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
以
下
４
点
か

蓮
田
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ

整
備
事
業
費
な
ど
に
反
対

反対討論

厳
し
い
市
民
生
活
に

負
担
増
の
都
市
計
画
税

反対討論

平成22年度各会計予算規模
▼議案第19号

会 計 名 平成22年度 平成21年度 増減額 増減率
一 般 会 計 15，710，000 14，180，000 1，530，000 10．8

▼議案第20号～28号

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 6，196，251 6，162，039 34，212 0．6
老 人 保 健 8，006 18，501 △ 10，495 △ 56．7
後 期 高 齢 者 医 療 578，717 537，916 40，801 7．6
介 護 保 険 2，967，503 2，742，825 224，678 8．2
下 水 道 事 業 1，258，990 1，281，354 △ 22，364 △ 1．7
農 業 集 落
排 水 事 業 156，662 162，424 △ 5，762 △ 3．5

馬 込 下 蓮 田 土 地
区 画 整 理 事 業 144，043 132，428 11，615 8．8

黒 浜 土 地 区 画
整 理 事 業 189，482 188，658 824 0．4

蓮 田 駅 西 口
第 一 種 市 街 地
再 開 発 事 業

326，896 696，300 △ 369，404 △ 53．1

▼議案第29号

公
営
企
業

水
道
事
業

収 益 的 収 入 1，178，705 1，216，811 △ 38，106 △ 3．1
収 益 的 支 出 1，164，273 1，198，393 △ 34，120 △ 2．8
資 本 的 収 入 103，315 113，050 △ 9，735 △ 8．6
資 本 的 支 出 295，451 547，843 △ 252，392 △ 46．1

（単位：千円、％）

予
算
執
行
状
況
、
内
容
を
精
査
し

編
成 議

案
第
3
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

金
、
介
護
保
険
特
別
会
計
拠
出
金
、
生
活
保
護
の

扶
助
費
な
ど
を
計
上
。

　

衛
生
費
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
委
託
費
、
蓮
田
市
白
岡
町
衛
生
組
合
負
担

金
を
減
額
。

　

土
木
費
で
は
、
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
を
減
額
。

　

市
税
等
の
滞
納
者
の
早
期
納
税
勧
奨
を
図
り
、

徴
収
率
の
向
上
に
努
め
る
た
め
、
市
税
徴
収
嘱
託

員
を
新
た
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
昨
今

の
相
談
業
務
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
時
間
延
長
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
相
談
員
の
報
酬
の
額
を
増
額
改
定

す
る
も
の
で
す
。

　

税
の
徴
収
は
、
個
人
情
報
を
扱
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
、
週
３
回
の
９

時
か
ら
16
時
ま
で
の
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
で

い
い
の
か
。

　

今
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
等
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
中
、
こ
れ
を
か
た
っ
て
の
犯
罪
が
起
こ
ら
な
い

の
か
、
心
配
す
る
意
見
も
あ
る
。

　

税
と
い
う
市
民
の
き
わ
め
て
重
要
な
個
人
情
報

を
扱
う
の
は
、
法
律
で
も
規
定
さ
れ
、
責
任
の
所

在
も
明
ら
か
な
市
職
員
が
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

市
税
等
徴
収
嘱
託
員
の
新
規
設
置
と

消
費
生
活
相
談
員
の
報
酬
の
変
更

議
案
第
14
号　
蓮
田
市
の
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
民
の
個
人
情
報
を
扱
う

税
の
徴
収
は
重
要

反対討論
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市
民
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
求
め
て
日
本
共
産

党
は
反
対
す
る
。

　

予
算
総
額
は
、
５
億
７
８
７
１
万
７
０
０
０
円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
４
０
８
０
万

１
０
０
０
円
の
増
、
率
に
し
て
7.6
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
保
険
料
の
納

付
金
や
徴
収
費
と
し
て
の
事
務
経
費
な
ど
で
す
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
別
建
て
の
保
険

制
度
に
し
て
、
受
け
ら
れ
る
医
療
も
制
限
す
る
差

別
的
な
医
療
制
度
で
あ
り
容
認
す
る
こ
と
は
で
き

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
建
築
確
認

申
請
審
査
等
手
数
料
及
び
長
期
優
良
住
宅
建
築
等

計
画
の
認
定
審
査
手
数
料
の
額
を
埼
玉
県
と
同
額

と
す
る
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
蓮
田
市
火
災
予
防
条
例
に
基
づ
く
手
数

料
の
金
額
を
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に

関
す
る
政
令
に
基
づ
き
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。　

本
議
案
は
、
建
築
確
認
申
請
審
査
等
手

数
料
の
大
幅
引
き
上
げ
の
議
案
で
あ
り
、床
面
積
１

０
０
㎡
を
超
え
２
０
０
㎡
以
内
の
ケ
ー
ス
で
は
、

審
査
手
数
料
を
現
行
の
１
万
４
０
０
０
円
か
ら
２

万
４
０
０
０
円
に
す
る
な
ど
、
大
幅
な
引
き
上
げ

と
な
っ
て
い
る
。

　

耐
震
偽
装
問
題
を
契
機
に
し
て
、
♹
年
６
月
に

施
行
さ
れ
た
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
膨
大
な
量
の

設
計
図
書
な
ど
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
建
築

確
認
業
務
が
停
滞
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
。

　

事
務
量
の
増
大
を
理
由
に
手
数
料
を
引
き
上

げ
、建
築
主
・
申
請
者
に
し
わ
寄
せ
は
許
さ
れ
ず
、

日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

財
産
の
種
類　

土
地

所　
　
　

在　

�

蓮
田
市
大
字
黒
浜
字
宿
浦
１
８
９

５
番
ほ
か
11
筆

面　
　
　

積　

�

１
万
８
３
１
・
４
平
方
メ
ー
ト
ル

（
計
12
筆
）

取
得
金
額　

３
億
８
９
８
９
万
４
９
０
０
円

契
約
相
手
方　

地
権
者
８
名 

　

予
算
総
額
は
、
61
億
９
６
２
５
万
１
０
０
０
円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
３
４
２
１
万

２
０
０
０
円
の
増
、
率
に
し
て
0.6
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に
充
て
る
保
険
給
付

費
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
財
政
負
担
と
な

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
高
額
医
療
費
共
同
事

業
と
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
に
対
す
る
拠
出

金
、
疾
病
予
防
費
や
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
な

ど
で
す
。

　

被
保
険
者
４
人
で
所
得
２
０
０
万
円
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
試
算
し
た
場
合
、
蓮
田
市
の
国

保
税
は
31
万
５
８
０
０
円
と
県
内
40
市
中
５
番
目

の
高
さ
で
あ
る
。

　

国
保
税
が
高
く
な
っ
た
要
因
は
国
庫
負
担
の
削

減
だ
。
社
会
保
障
制
度
と
し
て
国
庫
負
担
率
を
上

げ
る
こ
と
、き
め
細
か
な
納
税
相
談
を
行
う
こ
と
、

申
請
減
免
制
度
を
拡
充
し
周
知
を
徹
底
す
る
こ

と
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
額
を
増
や
し
、

国
指
定
史
跡
黒
浜
貝
塚
の
用
地

取
得 議

案
第
18
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

保
険
料
納
付
金
な
ど

議
案
第
22
号　
平
成
22
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に

　
　
充
て
る
保
険
給
付
費
な
ど

議
案
第
20
号　
平
成
22
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

大
幅
引
き
上
げ
で
建
築
主
・

申
請
者
に
し
わ
寄
せ

反対討論

社
会
保
障
制
度
と
し
て

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

反対討論

差
別
的
な
医
療
制
度
は

す
ぐ
に
廃
止
を

反対討論

市長の行政報告
　今定例会における市長からの行政報
告は27件で、次のとおりです。
１　�次期総合行政電算システムの構築状況

について
２　国勢調査について
３　�管理職員等による市税等未納者への一

斉臨宅納付勧奨の実施について
４　�蓮田市文化コミュニティ講演会につい

て
５　�県営地域用水環境整備事業「山ノ神沼

地区」の整備状況について
６　桜台市有地の整備について
７　黒浜日野手緑地の整備について
８　�蓮田市精神障害者小規模作業所建設に

係る進ちょく状況について
９　生活保護の状況と対応について
10　�児童施設の整備状況と待機児童につい

て
11　�蓮田市第四期介護保険事業計画の施設

整備の状況について
12　�地域包括支援センター統合後の状況に

ついて
13　�国民健康保険保険者一元化の要望につ

いて
14　新型インフルエンザへの対応について
15　�管轄保健所及び埼玉県第二次救急医療

圏の変更について
16　�平成２１年度おける主な道路事業の進

ちょく状況について
17　�スマートⅠＣ整備事業の進ちょく状況

について
18　�地下鉄７号線建設誘致期成同盟会平成

２１年度要望活動について
19　�蓮田駅バリアフリー化工事の進ちょく

状況について
20　防火シャッター等改修事業について
21　�蓮田市建築物耐震改修促進計画の策定

について
22　�平成２１年中の火災概況及び救急、救助

の活動状況について
23　平成２２年消防出初式について
24　�消防広域化第７ブロック協議会設立総

会について
25　平成２２年成人式について
26　�蓮田市図書館と上尾市図書館との相互

利用について
27　県立蓮田松韻高等学校について

建
築
確
認
申
請
審
査
等

　
　
　
　
手
数
料
を
増
額
改
正

議
案
第
16
号　
蓮
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
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減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

蓮
田
駅
西
口
通
線
や
区
画
道
路
の
公
共
施
設
整

備
や
地
区
外
転
出
を
希
望
す
る
権
利
者
の
た
め
の

土
地
の
買
収
費
及
び
物
件
の
補
償
費
等
で
す
。

　

安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
浄

水
場
に
あ
る
配
水
池
の
耐
震
補
強
工
事
を
始
め
、

国
道
122
号
の
老
朽
配
水
管
更
新
事
業
費
及
び
残
り

の
配
水
池
の
耐
震
補
強
実
施
設
計
業
務
委
託
費
、

漏
水
防
止
対
策
事
業
費
な
ど
で
す
。

　

地
域
活
性
化
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
「
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
」と「
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」

の
２
つ
の
交
付
金
の
交
付
額
決
定
に
伴
う
補
正
予

算
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
億
９

２
９
７
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
６
４
億

５
８
２
９
万
２
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
学
校
施
設
整
備
で
３
点
実
施
。

　

１
点
目
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
設
備
工

事
を
行
い
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
受
信
可
能

に
。

　

２
点
目
は
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の
図
書
室
及

び
音
楽
室
に
空
調
設
備
を
設
置
。

　

３
点
目
は
、
校
舎
耐
震
補
強
工
事
を
黒
浜
中
学

人
が
、
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
制
度

の
改
善
を
求
め
て
反
対
す
る
。

　

予
算
総
額
は
、
12
億
５
８
９
９
万
円
で
前
年
度

と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
２
２
３
６
万
４
０
０
０

円
の
減
、率
に
し
て
1.7
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

汚
水
管
渠
の
整
備
の
推
進
、
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
耐
用
年
数
を
迎
え
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
の
更
新
工
事
で
施
設
の
機
能
管
理
を
図
り
ま

す
。

　

次
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
蓮
田

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
反
対
い
た
し
ま

す
。
蓮
田
市
が
公
共
下
水
道
事
業
開
始
以
来
33
年

余
、
財
政
投
資
約
２
０
０
億
円
、
供
用
開
始
年
数

等
を
考
え
る
と
未
整
備
地
区
と
の
格
差
が
あ
り
、

余
り
に
ひ
ど
す
ぎ
る
。
未
整
備
地
区
の
計
画
す
ら

立
て
ら
れ
な
い
現
状
で
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

予
算
総
額
は
、
３
億
２
６
８
９
万
６
０
０
０
円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
３
億
６
９
４

０
万
４
０
０
０
円
の
減
、
率
に
し
て
53
・
１
％
の

浄
水
場
配
水
池
の

　
耐
震
補
強
工
事
な
ど
を
実
施

議
案
第
29
号　
平
成
22
年
度
蓮
田
市
水
道
事

業
会
計
予
算

地
域
活
性
化

臨
時
交
付
金
事
業
の
補
正
予
算

議
案
第
30
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

な
い
。

　

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ
い
て
、
蓮
田

市
は
制
度
導
入
と
と
も
に
中
止
に
し
た
が
、
国
が

助
成
金
を
出
し
て
お
り
県
内
36
自
治
体
は
実
施
し

て
い
る
。

　

疾
病
予
防
、
医
療
費
削
減
の
立
場
か
ら
も
人
間

ド
ッ
ク
は
実
施
す
べ
き
だ
。

　

日
本
共
産
党
は
差
別
医
療
制
度
で
あ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
て
反
対
す
る
。

　

予
算
総
額
は
、
29
億
６
７
５
０
万
３
０
０
０
円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
２
億
２
４
６

７
万
８
０
０
０
円
の
増
、
率
に
し
て
8.2
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
伴
う
保
険
給
付
費
、
介
護
予
防
事
業
の

推
進
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
の
た
め
の

地
域
支
援
事
業
費
で
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
認
定
方
式
が
変
わ

り
、
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。

　

滞
納
者
数
も
増
え
て
き
て
い
る
中
、
親
身
の
納

税
相
談
が
必
要
で
あ
り
、
保
険
料
、
利
用
料
の
軽

減
な
ど
制
度
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
介
護
従
事

者
の
労
働
条
件
の
早
急
な
改
善
も
必
要
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
は
国
庫
負
担
を
引
き
上
げ
、
保
険

料
、
利
用
料
の
軽
減
と
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

　

昨
年
５
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
の
準
備
委
員
会
に
お
い

て
、本
年
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
議
題
に
、

「
核
兵
器
の
全
面
廃
絶
に
対
す
る
核
兵
器
の
保
有

国
の
明
確
な
約
束
」
に
関
す
る
合
意
文
書
を
踏
ま

え
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
運
用
見
直
し
を
含
め
る
こ
と
を
全

会
一
致
で
合
意
し
た
。

　

昨
年
４
月
５
日
に
お
け
る
オ
バ
マ
米
大
統
領
の

プ
ラ
ハ
演
説
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
国
家
目
標
と

す
る
こ
と
を
初
め
て
明
示
す
る
と
と
も
に
、
核
兵

器
の
な
い
世
界
に
向
け
て
、
世
界
の
諸
国
民
に
協

力
を
呼
び
か
け
た
。
昨
年
５
月
５
日
の
準
備
委
員

会
で
は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
保

障
の
追
求
を
改
め
て
訴
え
、
米
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
約

束
を
果
た
す
と
表
明
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
的
な

動
き
は
核
兵
器
廃
絶
へ
の
気
運
と
し
て
重
要
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、
今
こ
そ

被
爆
し
た
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
国
の
政
府
と
し

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る

意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
衆
参
両
院
議
長
を

は
じ
め
関
係
各
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。（
要

旨
を
掲
載
） 意

見

書

議
第
1
号
議
案　
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平

和
実
現
に
向
け
た
意
見
書

議
員
提
出
議
案

未
整
備
地
区
と
の

格
差
が
あ
り
す
ぎ
る

反対討論早
期
完
成
に
向
け
事
業
を
推
進

議
案
第
28
号　
平
成
22
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
予
算

校
、平
野
中
学
校
、黒
浜
小
学
校
の
３
校
で
実
施
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

　
　
　
伴
う
保
険
給
付
費
な
ど

議
案
第
23
号　
平
成
22
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

必
要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

制
度
の
改
善
が
必
要

反対討論

汚
水
管か

ん

渠き
ょ

の
整
備
を
推
進

議
案
第
24
号　
平
成
22
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
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て
、
核
保
有
国
を
は
じ
め
国
際
社
会
に
対
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
の
気
運
を
世
界
的
潮
流
と
す
べ
く
、

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
す
る

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　

狭
あ
い
道
路
の
近
隣
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
、
地
下
埋
設
管
（
水
管
・
ガ
ス
管
）

の
埋
設
物
件
の
深
さ
に
関
し
、
そ
の
頂
部
と
路
面

と
の
距
離
は
1.2
ｍ
以
下
と
し
な
い
こ
と
、
や
む
を

得
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
距
離
を
縮
小
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
車
道
に
あ
っ
て

は
1.0
ｍ
以
下
、
歩
道
に
あ
っ
て
は
0.6
ｍ
以
下
と
し

な
い
こ
と
と
の
許
可
基
準
を
設
け
る
な
ど
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
改
正
議
案
は
道
路
占
用
工
事
に

つ
い
て
、
蓮
田
市
の
規
格
で
は
な
く
、
埼
玉
県
の

規
格
に
合
わ
せ
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
県
道
と
市
道
で
は
道
路
構
造
も
違
う
し
、
路

盤
の
厚
み
も
違
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
県
の
規
格

に
合
わ
せ
な
さ
い
と
い
う
の
は
理
解
で
き
な
い
。

蓮
田
市
の
道
路
占
用
基
準
は
政
令
・
通
達
に
よ
り

施
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
他
市
で
も
同
じ
基
準

で
施
行
さ
れ
て
お
り
、
問
題
も
起
き
て
い
な
い
。

安
全
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
施
工
し
て
き
た
業
者
や
事
業
を
予
算
化
す
る

行
政
に
と
っ
て
も
、
過
大
な
負
担
と
な
り
、
決
し

て
蓮
田
市
の
た
め
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
２
日
目
の
2
月
26
日
、
長
谷
部
芳
明
議

員
ほ
か
2
名
か
ら
﹁
ガ
ス
管
の
埋
設
に
よ
る
道

路
占
用
か
ら
近
隣
住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の

調
査
に
関
す
る
動
議
﹂
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
①
ガ
ス
管
の
埋
設
に
伴
う
安
全
性

②
道
路
占
用
許
可
に
関
す
る
安
全
基
準
、
③
市

民
の
安
心
と
安
全
確
保
に
つ
い
て
調
査
す
る
も

の
で
あ
り
、
6
人
の
委
員
か
ら
な
る
「
ガ
ス
管

の
埋
設
に
よ
る
道
路
占
用
か
ら
近
隣
住
民
の
安

全
を
守
る
た
め
の
調
査
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
特

別
委
員
会
に
は
、
地
方
自
治
法
第
98
条
第
1
項

「
議
会
の
検
閲
・
検
査
権
」
の
権
限
を
委
任
す

る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
（
14
人
）
で
可
決

と
な
り
、次
の
6
人
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

︻
委
員
長
︼
長
谷
部
芳
明

︻
副
委
員
長
︼
湯
谷
百
合
子

︻
委　
　

員
︼
山
口
博
史　

山
口
浩
治

　
　
　
　
　
　

黒
須
喜
一　

島
津
信
温

県
の
規
格
に
合
わ
せ
る
の
は

理
解
で
き
な
い

反対討論

　

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
議
第
２
号
議
案
に
対
し

て
反
対
い
た
し
ま
す
。

　

通
常
、
市
議
会
へ
の
提
出
議
案
に
つ
い

て
は
議
案
調
査
日
が
設
け
ら
れ
、
調
査
す
る
た
め

の
時
間
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
会
付

託
を
し
た
も
の
は
委
員
会
で
、
付
託
を
省
略
し
た

も
の
は
全
員
協
議
会
で
説
明
が
さ
れ
、
検
討
、
調

査
、
論
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
日
、
急
に
提
案
さ
れ
て
も
関
連
す
る
法
律
等

を
調
査
し
な
け
れ
ば
内
容
の
把は

握あ
く
は
難
し
く
、
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
採
決
を
行
い
、
可
決

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
拙
速
で
あ
り
、
認
め
が
た

く
、
蓮
田
市
議
会
と
し
て
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な

る
。
よ
っ
て
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

　

こ
の
動
議
は
、
条
例
が
市
の
法
律
で
あ
り
、
き

わ
め
て
重
く
、提
出
に
あ
た
っ
て
は
十
分
な
調
査
、

研
究
が
必
要
で
、
議
員
の
総
員
の
理
解
が
得
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
拙
速
に
決
め
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
理
由
で
、
こ
の
議
第
２
号
議
案
に
つ
い

て
、
本
定
例
会
で
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、
継

続
審
査
を
す
べ
き
と
の
提
案
が
、
岸
尾
悦
子
議
員

ほ
か
１
名
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
（
７
名
）
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

道
路
占
用
許
可
基
準
を

　
　
　
　
　
　
　
新
た
に
追
加

議
第
₂
号
議
案　
蓮
田
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

急
な
提
案
︑
即
採
決
は

拙せ
っ

速そ
く

で
あ
り
︑
禍か

根こ
ん

を
残
す

反対討論

ガ
ス
管
の
埋
設
に
よ
る
道
路
占
用
か
ら
近
隣
住
民
の

　
　
安
全
を
守
る
た
め
の
調
査
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

　平成22年３月議会で今までの実態を検証して住民の安心と安全を
確保するために、６回の特別委員会を開催し、書類・図面等の審査
や市長・執行部に出席を求め調査いたしました。
１．ガス管の埋設に伴う安全性について
　今回は、東京ガスによる蓮田駅西口プロジェクト並びに末広一丁
目地区に供給する都市ガスについて調査しました。日本水道協会水
道施設設計指針により、「ガス管と配水管との離れは少なくても0.3
ｍ以上の間隔を保つこと（理由：維持補修が困難である、事故発生
の防止のため）」とされております。東京ガスは水道課・下水道課
と行った事前協議では、離隔が20㎝以下のところが31箇所指摘され、
離隔30㎝以上とるように指摘されています。しかしながら、当市に
よりますと離隔30㎝以上の確認がされていない状況でした。また、
上水道管敷設替え等の工事安全性や費用高騰に関る問題点が、今後、
発生してくることが判りました。
２．道路占用許可に関する基準について
　蓮田市の道路状況を調べると、道路改良率36.56％は近隣市町に
比べて10ポイント以上低く、蓮田駅周辺市街地は道路幅員も狭く、
道路台帳もない市道が多く存在いたします。そのような市道へのガ
ス管の道路占用は蓮田市の特殊な状況を鑑みて安全性に配慮した許
可基準を設置して、住民の安心・安全を守る必要があります。
３．市民の安心と安全について
　このたびの道路許可申請にあたり、事前協議した関係各部署（上
下水道部ほか）の協議内容や指摘事項について、埋設工事に当たり
指示した事項を守っているのか、設計変更したのか、工事現場確認
もしていないのはどういうことかと市長に質問したら、「職員の怠
慢です」とお答えになりました。蓮田市には早急に法令を遵

じゅんしゅ
守して

市民の安心と安全を守る全体的なシステムの構築が必要であります。

特別委員会の報告

動

議

議
第
₂
号
議
案
蓮
田
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
継
続
審
査
を
求
め

る
動
議
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提
案
理
由
に
あ
る
よ
う
に
、
条
例
は
市

の
法
律
と
し
て
市
民
、
行
政
ほ
か
多
く
の
か
た
た

ち
の
規
範
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
条
例
に
基
づ
い

て
許
認
可
、
行
政
の
対
応
、
市
民
の
役
割
が
決
め

ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

　

条
例
の
制
定
、
改
正
に
は
慎
重
の
上
に
も
慎
重

な
論
議
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

議
第
２
号
議
案
は
本
日
、
議
場
で
配
布
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
検
討
す
る
時
間
、
余

裕
が
な
い
。

　

よ
っ
て
、
十
分
に
調
査
、
検
討
、
論
議
を
尽
く

し
て
か
ら
提
案
す
る
こ
と
を
求
め
た
継
続
審
査
と

す
る
動
議
に
日
本
共
産
党
は
賛
成
す
る
。

⃝３月定例会⃝　　　　　　　　審議案件とその結果
▼ 市長提出議案

議案第 2 号 蓮田市固定資産評価員の選任について 同　　意
議案第 3 号 平成21年度蓮田市一般会計補正予算（第８号） 原案可決
議案第 4 号 平成21年度蓮田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第 5 号 平成21年度蓮田市老人保健特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 6 号 平成21年度蓮田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 7 号 平成21年度蓮田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 8 号 平成21年度蓮田市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第 9 号 平成21年度蓮田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第 10 号 平成21年度蓮田都市計画事業馬込下蓮田土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 11 号 平成21年度蓮田都市計画事業黒浜土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 12 号 平成21年度蓮田都市計画事業蓮田駅西口第一種市街地再開発事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第 13 号 久喜市の設置に伴う関係条例の整備に関する条例 原案可決
議案第 14 号 蓮田市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 15 号 蓮田市職員の給与に関する条例及び蓮田市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例
の一部を改正する条例 原案可決

議案第 16 号 蓮田市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 17 号 蓮田市水道事業の設置に関する条例及び蓮田市水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 18 号 財産の取得について 原案可決
議案第 19 号 平成22年度蓮田市一般会計予算 原案可決
議案第 20 号 平成22年度蓮田市国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第 21 号 平成22年度蓮田市老人保健特別会計予算 原案可決
議案第 22 号 平成22年度蓮田市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第 23 号 平成22年度蓮田市介護保険特別会計予算 原案可決
議案第 24 号 平成22年度蓮田市下水道事業特別会計予算 原案可決
議案第 25 号 平成22年度蓮田市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決
議案第 26 号 平成22年度蓮田都市計画事業馬込下蓮田土地区画整理事業特別会計予算 原案可決
議案第 27 号 平成22年度蓮田都市計画事業黒浜土地区画整理事業特別会計予算 原案可決
議案第 28 号 平成22年度蓮田都市計画事業蓮田駅西口第一種市街地再開発事業特別会計予算 原案可決
議案第 29 号 平成22年度蓮田市水道事業会計予算 原案可決
議案第 30 号 平成21年度蓮田市一般会計補正予算（第９号） 原案可決

▼ 議員提出議案
議第1号議案 核兵器の廃絶と恒久平和実現に向けた意見書 原案可決
議第2号議案 蓮田市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決
議第3号議案 議第２号議案蓮田市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例に対する附帯決議 原案可決

▼動議
ガス管の埋設による道路占用から近隣住民の安全を守るための調査に関する動議 可　　決
議第２号議案蓮田市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の継続審査を求める動議 否　　決

十
分
な
調
査
・
検
討
・
論
議
を

求
め
た
継
続
審
査
に
賛
成

賛成討論
　

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
市
執
行

部
に
お
い
て
は
、
本
条
例
の
施
行
前
か
ら
、
こ
の

条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
運
用
を
行
う
よ
う
要
請

す
る
。

　

ま
た
、
安
全
性
に
関
し
、
総
合
的
な
判
断
が
で

き
る
体
制
で
臨
む
こ
と
も
併
せ
て
要
請
す
る
。
以

上
、
決
議
す
る
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る

決
議
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

議
第
3
号
議
案　
議
第
2
号
議
案
蓮
田
市
道

路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
対
す
る
附
帯
決
議


